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日本森 林植 生同譜 (1)

瀬戸内海より中間山脈へのー断面

舘脇操辻井 達一

THE ICONOGRAPHY OF THE VEGETATION OF 
THE NATURAL FOREST IN JAPAN 
1. THE CENT貼 .LSANYO DISTRI口

By 

Misao TATEWAKI and Tatsuichi Tsu.TII 

序

畏友金沢大学教授正宗厳敬博士は常に私に瀬戸内海の植生の面白きを語ってくれた。

昭和 11年から 19年にかけて幾度かの大陸旅行の途上，私は車窓、から瀬戸内海の植生に心

を惹かれた。 そして 1955年， 金沢から正宗教授とわざと普通列車をえらんでゆるゆると

車窓景観を楽しんで来た。車中，正宗教授の故郷，和気のあたりから岡山にかけて，氏の

幼ない時の植物採集に始り，現代の植生変化についての話は， とくに興味が深かった。瀬

戸内海から中国山脈への植生変化を何とか図示して見たい。それは私の願いとなった。

10月12-15日まで広島で聞かれた日本植物学会に出席した私は， 15日に広大で行われ

た公開講演の責を果した後， とうとう私の考えたプラ yをキャッチする幸運に恵、まれた。

私は，私の小さな研究への動機を与えられた正宗博士，また何かと研究資料の整理に助力

を与えられた広大理学部堀川研究室の各位，研究に種々な便宜を与えられた広島営林署長

高濃健ゐ郎氏始め，所管研究地域ならびに山口営林署岩国担当区各位に深甚な謝意を表す

る。最後に本報を公刊するに当り御配慮、を与えられた北大演習林長大沢正之教授に深厚な

る感謝を捧げる(舘脇L

研 究 日程

10月16日 宇品山国有林乙/イ林 (1)

10月17日 恵、下谷山国有林モミ林 (3)
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三段峡より中の甲dl10月1811 

(4) プナ林中の叩山10月19日

島広10月20[1 

(2) νイ林岩国城山10月21日

(5) ツガ林島宮10月2.2日

(5) ツガ林島宮10月23日

島宮10月29日
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第 1圃調査地概図

Fig. 1. Experimental plots 
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以上の日程から宇品と岩国で沿岸地帯の常緑広葉樹林を，宮島では島映の山岳林を，

そして水内と中の甲ではそれぞれ内陸のモミ・ツガ林・プナ林の群落を研究した。そして

群落としては，典型的な，群落的にととのったところを抽出した。各調査点，帯朕区の位

置は第 1図のとおりである。各調査区の林床植物については，その被度および頻度を，帯

状区を 5m毎の方形区に切って読んだ。これを各林床植物表の末尾に， Coverage Value 

および Frequencyによって記す*この場合被度(+)は，これを計算に加えない。 これは

むしろ質的なものとして取扱われるべきものと思う。

1. 宇品山固有林(第2圃)

広島附近の高台に立って南を眺めると，広島港の西端に小さな岬角が見られる。

が宇品島で， 最高点 50m， 今は狭い地

映をもって陸つづきとなり，島峡肢をな

して突出し，常緑樹林につつまれている。

これが宇品山国有林で，国立公開指定，

地準保安林になっている。 その第 44林

班「い」小班に調査地を求めた。この小

i'ilは，乙/イを主として常緑広葉樹林で，

一部にはアカマツが多い。もとは相当の

クスも自生していたと云うが，戦時の伐

採が大いに減少した由である。その他，

カV類やタブノキを混生して，下方には

クロキやヤプツバキが多い。森林調査簿

表による林況を示すと第 1表の如くで

ある o

第 2圃宇品調査地

Fig. 2. Ujina (1/お000)

第 1表 字品山国有林森林調査簿表

面 積 (ha) 地 況

業級品l除 地 l合計[ 摘 要 (地利) 結合度，換度

2 10ll  
NW  

タト (0.02) 貸 (0.02) 2.12 
国立会同指定地 (1) 中 軟，遁

.，. .，. 
'-'-

持 Frepuencyは 5方形区以上の場合は 5階級 (20%毎). 4方形区以下の時は出現数をもって示し

た。
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第3圃 [1. a]帯状区 シイ林

Fig. 3. r1. a] Belt-transect in forest of 
c.αstαn叩8Iscuspi，伽 tα
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帯蹴匿の設定

比較的残存木に富むと思われ

たところに 2本の帯朕区を設定し

た。ひとつはクスの残存した部分

ひとつはνイの残存した部分であ

り，両者ともまわりは択材されて

おり，特に後者は道路に沿ってい

るので，林床植物は全く撹乱され

ていた。私の分類法ではかかる林

に基群叢名を附することもできな

し、。

[1. a]帯献匡 (30x5)m2

シイキ本

本帯限区は NI60E， 傾斜角

は 19
0

， 中腹の地点に設定した。

林木配置図および樹冠投影図(胸

高直径 10cm以上)を図示すれ

ば第3関，樹高階別と胸高階別



の本数を表示すれば第 2表，第 3表，林床植物の一覧表を示せば第 4表の如くであ.る。

第 2表 [1. a]帯状区樹高階別本数配分表

Table 2. Number of treas in each height grade in [1. a] belt-transe巴t

Height 樹高 (m)

Species 樹種

4 791417181920 Total 

5 8 10 15 18 19 20 21 計

Cα8tαnop8I8 cU8pid，αtα シイノキ

Ilea: i.也tegra モチノキ (1)

C初旬αmomumjaponicum ヤプニクケイ (C)

Ternstroemぬ gymnα叫thera モッコク (T)

Total 計

1 

1 

1 1 

1 

1 1 1 

第 3表 [1:. a]帯状区胸高直径陪別本数商E分表

1 1 8 2 

1 1 s 2 

Table 3. Numb巴rof trees in each diameter grade in [1. a] belt-transe巴t

4 U W ~ 00 M a ~ w 

7 

2 

1 

1 

11 

Total 
叫

Breast-height diameter 胸高直径 (cm)

Species 樹種 6 U ffi M ~ M ~ ~ ~引

Cα8ta施。'p8i8C叫8pidatα シイノキ 2 2 1 1 1 7 

llea: integγα モチノキ 1 1 2 

C初旬αm01叫umjapωticum ヤプニクケイ 1 1 

Teγn8tγoemi.臼抑制nαηtheγa モッコク 1 . 1 

Total 言十 1 1 1 1 2 2 1 1 1 11 

第 4表 [1. a] 帯状区林床植物一覧表

Table 4. Cover degree and frequency努 ofthe plants in [1. a] belt-transect 

Distance ~fi醗 (m) 。5 10 15 20 25 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 00 

Sympωc08lucida クロキ 8 I 1 1 + + V 875 

D側 dγ叩α叫αxtrifide8 カクレミヌ 1 十 十 十 1 + V 166 

Ter・附troem似 gymnαηtherα モ、yコク 1 十 ート 十 1 V 166 

Ilex integγa モチノキ 十 十 1 十 IV 83 

Cαstanop8i8 C叫8p似αtα シイノキ 1 十 十 十 IV 83 

MaJlot例 japonicu8 アカメガシワ 十 十 十 1 IV 

Quercu8 glaucα アラカシ 十 十 十 十 十 V 

Pittosporum Tobiγ日 トペラ + 十 十 直

Rhus succedα旬叫ハゼ 十 十 + E 

Rhu8 sylvestris ヤマハゼ 十 十 E 

勢Coverdegree and frequency are shown those in the under-layer. 

5 
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Distance 距離 (m)

Species 猫物名

Acer palmatum ヤマモミジ

Ile~古 p7るγ'purea ナナメノキ

Acanthopα叩沼 sciαdophylloides ゴンズイ

Neolitseαsericeα シロダモ

Ci判官αmomumCamphoγα クスノキ

Dωspyros K，αki var. sylvestris ヤマガキ

Cα骨wlliαjaponicα ヤプツノぐキ

Rh祝scM悦 θ判sis ヌノしデ

αerodendron trichotomum クサピ

Aγa!ilαelatα タラノキ

Ar・d必仇tjapo叫icα ヤプコウジ

Ficus eγectα イヌピワ

Rubus Bueγ'geri プユイチゴ

Vib叫rnumdu，αtαtum ガマズミ

Lespedeza Bicolor form acutifoliα ヤマハギ

Mα8Sαjα:ponica イズセンリョウ

Rhododendron retic7ιfαtum コ パ ノ ミ ツ パツツジ

Sαsαjα，po略化α ヤダケ

L叩hαtherumgracile ササクサ

Dicγα侃opterisdichotomα コシダ

Dryopteγis・erythrosora ペニ シ ダ

Polygonum filiforme ミズヒキ

。5 10 15 20 25 
F. C.V. 

5 10 15 20 25 30 
F一 一一一一一 」一一一一ー

十 '卜 E 

島卜 十 E 

十 十 E 

十 十 E 

十 I 

十 I 

ート I 

十 I 

+ I 

+ I 

十 1 十 ー卜

十 十 十

十 十 + 
十

十 + 
ート

十

1 2 2 

2 2 十

2 

十 十 十 十

IV 83 

1lI 

E 

十 耳

E 

I 

I 

3 8 V 1917 

E 583 

十 E 292 

十 十 V 

十 IV 

十 班

E 

ート E 

』ト E 

I 

I 

I 

工

I 

I 

I 

I 

I 

十 十十

Microst唱g似 mvi明白teumvar. polystαchyumアシポソ・ ・ + + 

G.'l/closor1tsαcumiηαtus ホシダ ・・十十

Ajugαdecumbe附キランソウ ・・十

Ophiopogo叫 japonic附 リュウノヒゲ

Bide叫sbitC1'叫αta センダングザ

LysimαchilαclethγoirlAs オカトラトノオ

Liγiope platyphyllα ヤプラン

Pyrros似 ling叫α ヒトツパ

Miscα犯thuss伽側sis ススキ

E~'igeron cαηαdensis ヒメムカシヨモギ

Duchesn8α伽 dica へピイチコ、

Poll似 jα:po叫cα ヤプミョウガ

Pteris multifidα イトモトソウ

Tγ品cheωspC1・m私慨 asiαt化um テイカカズラ

Kαds叫問弁po略化α ビナンカズテ

十

十

十

十

十

十

十

+

十

十

十 十

1 1 十

十 十

1lI 166 

IV 
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Species 植物名

Distance 距離 (m) 0 5 10 15 20 25 
~ • ~ F. C.V. 

510  15 20 25 30 

十・十十十PaγthenOcisSU8 tric叫8pidata ナツズタ

Pαederiα8Cαnden8 ヘクソカズラ

Stα叫ntoηtα hexaphyll日ムペ

Smilax Chinα サルトリイバヲ

Celαstru8 or・biculαtU8 ツノレウメモドキ

IV 

十 直

直

E

I

+
 

十

十十 十

+ + 
十

上記の表に基ずいてこの群落を強いて名付けるならば， νイノキークロキーヤダケ基

群叢と云うことになろう。しかし，これは濫伐のためヤダケが二次的に増えたもので，原

型はi/イノキークロキーベニ Vダであると考える。現在の林床には，部分的にササクサ，

またはゴ乙/.ダあるいはテイカカズラの多い所もある。その他モッコク，アラカi/，アカメ

ガνワ， νイノキ，ヤプゴヲジ，モチノキ，カクレミノなど点在して，林床は板めて乱雑

である。

[l.b]帯献匡 (20x5)m2 クスの残存したところ

本帯朕区は傾斜面の下部，クスが 2本残

存しているところに設定した。:帯賦区の方向

は傾斜の方向と同じく N600 E，傾斜は 280

である。群落型lを強いて名付ければクスーク

ロキーベニVダ集落とでもいうものであろ

う。ここでも林床は被度の低い多数の植物に

よって雑然と構成されている。前記 [1.a]帯

賦区と同じように，濯木層にはヤブツパキ，

カクレミノ，ヒサカキ，モヅゴクなどの木本

がその大部を占める。草本!習では，ベニ Vダ

を除く f也，ササクサおよびヒメカンスグ，ヤ

ブゴクジ，ビナシカズラ，へクソカズラがや

や目立つのみである。本帯R犬区の林木配置図

および樹冠投影図を示せば第 4阿，樹高階別

胸高直径階別との本数を表示すれば第5表，

第 6表，また林床植物のー賢表を示せば第7

表となる。

第 4副 [1. b]帯状区 クス林

Fig. 4. [1. b] Belt-transect in forωt of 
α悼畑αmomumaαmphora 
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第 5表 [1. b]帯状区樹高階別配分表

Table 5. NllI!'ber of trees in each height grade in [1. b] belt-transect 

Height 樹高 (m) 7 10 11 17 20 Total 

Species 樹穣 8 11 12 18 21 
言f

C伽 nαmo叫umC，α骨tphoγα クスノキ (C) 2 2 

C倒的ηOp8I8CU8p似atα シイノキ (CC) (1) 1 1+(1) 

llex integrα モチノキ (1) 2 2 

QuerCU88eγTαtα コナラ (Q) 1 1 

Total 計 1 2 (1) 1 2 6十(1)

)内の数字は枯損木の本数を示す。

第 6表 [1. b]帯状区，胸高直径階別配分表

Table 6. Nun曲目 oftrees in each diameter grade in [1. b] belt-transect. 

Breast-height diameter 16 18 22 30 50 58 ~ Total 胸高直径 (cm) t 言十
Species 樹種 18 20 24 32 52 60 66 

Ci:鈍nαmonu伽 Cαmphorα クスノキ 1 1 2 

Cα8tα叫opsiscU8pid，αtα シイノキ (1) 1 1+(1) 

1lex integrα モチノキ 1 1 2 

QueγCU88eγrαta コナラ 1 1 

Total 計 1 1 1 (1) 1 1 1 6十(1)

第 7表 [1. b]帯状区林床純物一覧表

Table 7. Cover degree and frequency of the plants in [1. b] belt-transect 

Distance 距離 (m) 。 5 10 15 F. 

Species 植物名 5 10 15 20 
(時)C.V. 

Symploco8 hιcidα クロキ 2 十 2 1 lV 10仰

Cαmellωjaponicα ヤプツパキ 1 十 2 E 563 
llex integrα モチノキ 1 . I 125 
Dendγopanαx trijidu8 カタレミノ 十 十 十 十 IV 

ぷTeolit8eα86γiceα シロタやモ ー卜 十 十 E 

Teγ倒 troem'似 gym叩伽thera モッコク 十 + 十 1II 

Rhu88ucced側側ハゼ 十 十 E 

Que1・CU8gl側 cα アラカシ 十 I 

1lex purpureα ナナメノキ ート I 

Trαchycαrpu8 Foγtu飽d シュロ 十 I 

Machil叫 8Thunbergii ?Iプノキ 十 I 

Eurya japo旬icα ヒサカキ 十 十 十 十 IV 

AγdI8iαjαpon化α ヤプコウジ 十 + 十 十 IV 



Distance 距離 (m) 。 5 

Speciω 植物名 5 10 

DαmnαcαηthU8伽dicus アリドオシ 十

Rα:panaeαneriifolia 3tイミンタチバナ 十

Vαcc伽伽m brαcteatum シャシャンポ 十

Ardisiαcrenatα マンリョウ 十

Ficu8 erectα イヌピワ

Dryopteris erythrosorα ペユシ夕、 s 2 

Lophatherum gr，αcile ササクサ 十 十

Carex conicα ヒメカンスゲ 十 十

Pyrro8似 li'冗g附ヒトツパ 十

Polyg側umfiliforme ミズヒキ

Solidα:go japoni側アキノキリンソウ + 

Arundinαrilα pygmaea var. glabrα ネザサ 十

P伽 deri.a8Cαnde鈍S ヘクソカズラ 十 十

Hederαrhoηweα キズタ + 十

Kad8ur，αj叩 onicα ビナンカズラ + 
Rh~ωαmbiguα ツタウルシ 十 十

Ficus nipponicα イタピカズラ 十 寸ー

P日付加叫OCiS8叫8tricuspidαtα ナツズタ 十

Stαuntoniαhexα:phyllα ムイ 十

COCCUlU8 truobU8 アオツズ 77ジ

Smuαx Chi鈍α サノレトリイノぐラ

2. 岩園城山固有林(第5圃)

舘脇操・奥富清・辻井達一

9 

10 15 F. 

15 20 
(諜)C.V. 

I 

I 

I 

十 且

十 ート H 

1 2 lV 1938 

2 十 lV 438 

十 1 百 125 

十 E 

十 + 旺

I 

十 II 

十 直

十 直

十 十 E 

E 

1I 

+ II 

I 

十 I 

+ I 

岩国錦帯橋は名勝として知られているが，その西岸一帯を占める城山の森林は， tl!陽

沿線，瀬戸内の海岸近くに保存された常緑広葉樹林で有名である。もしこの国有林の常緑

広葉樹林なかりせば，錦帯橋の名勝としての価値は極度に低下するであろう。

現在，都市近郊の天然林としては南に鹿児島の城山，北に札幌の藻岩，円山，近畿に

宇治山田の神宮林，春日神社と春日山があるくらいで，淋しさを禁じ得ない。城山の保護

が望まれるものである。本地域の植物につふては，堀川博士1)による辞苔類、を主とした採

集記及び堀川博士・奥富2)による群落研究がある。

1) 堀川芳雄: ヒコピア. 1， 176-177 (1952). 

2) 嬬川芳雄・奥富清: 広島大学生物学会誌. 6， 8-17 (1955). 



10 

5!…=1 
合計

第 5圃岩国調査地

Fig. 5. Iwakuni (1/2回00)

第 8表 [a]城山国 有林 森林 調査 簿表

Fzーヰー判長持|樹 種(ままl吋齢級l吋

シイ 2
(1) 

E 
中

砂岩，中
・粘板岩軟
椛，壌，遁

2 
13 

シイ I67 

ヤマモ毛 6
カェヂ 4

広 8

I I 80 I咽 l

I I 80 I四 l

密
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昭和 25年編成の森林調査簿表によると， 今般調査した区域は山口営林署管内山口経

営区第 63林班の「ろ9J小班と「ろ5J小班とである。 その林況を示すと第 8表 (a，b)の

とおりである。

第 8表 [b]城山国有林森林調査簿表
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帯撒匿の設定

ここでは巨木の残った部分と，比較的i/イの配列が均等な部分を選んで 2本の帯;吠

区を設定した。

[2. a]帯祇匡 (45x5)m2 ジイ林

錦帯橋西方，城山国有林東側にあり・丘陵の下部， 高距50m附近下方近くは民有林の

モグソヲチク林に接し，城山としては巨木を残している地点である。しかしそれら巨木の

樹型は決して美しくはない。巨木の位置に重点、を置き，大体斜面を横断して設定した。斜

面はN700 E，平均300 の急斜をなし，帯J伏区の方向は N100Wである。 木材搬出路によ

る破壊のところがあり，林床組成は端正ではない。 しかし群落はνイー(ν イ)基群叢で，

しいて草本層を入れるなら Vイー(i/イ)ーベニνダ基群叢と呼ぶべきであろう。 そしてこ

の林床にi/イの稚樹が多いことは，よく本林の半自然型たることを示しているといってよ

い。本帯朕区の林木配置図および樹冠投影図を示せば第 6図，樹高階別と胸高直径階別と

の本数表を示せば第9表第10表，林床植物を表示すれば第 11表となる。
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Fig.6. 

第 9表 [2. b]帯状区樹高階別本数配分表

Number of trees in each height grade in [2: a] belt-transect Table 9. 

Height 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 
Total 

~1111111~~~~ 言十
6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

。。、《
aa官

樹高 (m)

持I種

Castanop8I8 CU8p似αtα シイノキ (Cc)

Cin旬αmomumCamphorα クスノキ (C)

Act伽odα;phnelancifolia カゴノキ (A)

Mαchillus Thunbergii ?Iプノキ ω1)
Quercu8 gl，α叫伺アラカシ (Q)

LigU8かumj.α;ponicα 本ズミモチ (L)

Sy刑 plOC08lucidα クロキ(8)

ι:amell似 3・α，pon伽ヤプツバキ(匂)
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1 

Total 計 111121233112120
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第 10表 ロ.a]帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 10. Number of trees in each diameter grade in [2. a] belt-transect 

Breast-height diameter 胸高直径(巴m)
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Table 11. 

• Distance 距離 (m)
c.v. F. 
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+ 

十

[2. b]帯蹴m;(20 x 5) rn2 

第7個 [2. b]帯状区 シイーウラジロ墓群叢

Fig. 7. [2. b] Belt"，transect in C.αstαnopsI8 
cuspidαtα-Dicγ側叩teバsglαuca Soc. 

紅葉谷を距[2. a]帯賦区の北西約 500m，

城山の北部山稜から南東に走る小尾根の東て，

面下部に [2.b]帯朕区を設定した。高距は 80m

レ
U

I
r
L
F
 

400

の急斜面で，傾斜方向はS700E，附近，

較的樹形のよいνイの中径木の揃った林分を選

林床は陽地型から蔭地型への移行を見せんだ。

しかし，林木の整正な配置に対するほている。

本帯賦区の林木配置図およど，端正ではない。

樹高階別と胸高び樹冠投影図を示せば第7図，

第 13表，第 12表，直径階別本数表を示せば，

Vイの林床植物を表示すれば第 14表である。

また草本ではクラジロが多い。頻幼木が多く，

ベニ乙1.ダテイカカズラ，

ヤプコクジなどが高い。

度はイズセシリョヲ，
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第 12表 [2. a]帯状区樹高階別本数配分表

Table 12. Numb巴rof trees in each height grade in [2. b] belt-transe巴t

Height 樹高 (m) 7 14 16 16 17 18 19 22 Total 

Species 樹積 8 15 16 17 18 19 却 23 言十

C日stαnops伝 cuspidatα シイノキ(。 1 1 2 2 1 1 1 9 

Ilex B叫ergeri シイモチ (I) 1 1 

Total 計 1 1 1 2 2 1 1 1 10 

第 13表 ロ.b]帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 13. Number of trees in四 chdiameter grade in [2. b] belt-transect 

Breast-height diameter 8 24 30 34 38 40 44 48 Total 
胸高直径 (cm)

言十Species 樹種 10 26 32 36 40 42 46 50 

C日stanopsiscuspi五αtα シイノキ 2 2 1 1 1 1 1 9 

Ilex Buergeri シイモチ 1 1 

TotaI 五十 1 2 2 1 1 1 1 1 10 

第 14表 ロ.b]帯状区林床楓物一覧表

Table 14. Cover degree and frequency of the plants in [2. b] belt-transect 

Distance 距離 (m) 。 5 10 15 F. 

Species 植物名 5 10 15 20 
(区/IJf数足、) C.V. 

Custα叫opsぬ cuspidαtα シイノキ + 2 1 8 lV 1500 

Symplocos prunifoli，α クロパイ 十 2 E 438 

Querc叫8 glaucα アラカシ 十 十 1 十 lV 125 

Ac倒的op側仰 8C似dophyUoides コシアプ7 + 1 旺 125 

〈五'J，mell似 jα.ponicα ヤ fツバキ + 十 E 

Abies jiγmα モ 、 十 十 E 

Elaeocαγ'pus japonicus コパンモチ 十 I 

且fαchil，品8 Thunbergii ?lプノキ 十 I 

Maesαjap側 ica イズ七ンリョウ + E 
250 
250 

t治mplocosglaucα ミミツパfイ 1 十 E 125 

Vαcc伽似m brαcteαtum シヤシャンポ 十 1 E 125 

Aγdisiαjα:po叫icα ヤプコウジ 十 十 十 E 

Ilex Buergeri シイモチ 十 十 E 

Osmα旬thusuicifol仰 s ヒイラギ 十 I 

Ilex ped時附郁losα ソヨゴ 十 I 

Illiciumγeligiosum シキミ ート I 
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Distance 距離 (m) 。 5 10 15 F. 

Species 植物名 5 10 15 20 
(22)c.v. 

Ardis似 crenαω マンリョウ 十 I 

Dicrα叫opteバsglaucα ウラジ口、 2 2 1 十 IV 1∞o 
Dryopteγis eγythrosorα ベニシダ 十 十 十 十 IV 

Cα.rex conicα ヒメカンスケ、 十 I 

Dicrαnopteris dichotomα コシダ 十 I 

Tγachelosper隅 umαsiαticum テイカカズ7 1 ート 十 E 125 

3. 幕下釜山圏有林(第8圃)

戸広島第 2経営区(旧水内経営区)に属する恵、下谷国有林は，古来から有名な良材の産地
ミノチ

で，広島県佐伯郡水内村(5万分ノ 1広島の西北隅)にある。 恵、下谷山国有林はこれとつづ
ア今て

く不明山国有林を合すると面積約930ha，蓄積 60万石の 1団地である。 基岩は全山花商

岩と斑岩から成り，土壌は砂

質壌土で表土深く，適潤で地

味良好である。この山は速く

藩改時代から「御建山」と称

し，恵、下，不明の名のものに

いはゆる「留山」として保護

を受け，スギ，アカマツ，ピ

/キ，モミ，ケヤキ，クリ，

クス，ヤマグワ， トチノキ，

ツガ， カよ/類{アラカ乙ノ， 長ノ

ラカi/，ツクパネガi/など)

の 13木を，御用木としてい

た。現在，代表的な巨木とし

てはスギ，ヒノキ，モミ，ツ

ガを主とし，スギの如き樹高

第8画惑下谷調査地

Fig. 8. Egedani (1/50000) 

40mにおよぶものさえある。 ゴクヤマキは部分的に群生しており， アスナロは大木がた

だ 1本ある由である。そして領主の山に対する関心が深く，保護が厚かったこと，土地環

境が山と住民を密接不離の関係に置き，また林地が好環境を有していたことなどが，現在

にまで良林の残されてきた要因と考えられている。
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旧幕時代の林相 (150年前)はヒノキ，なお「みやま」第 19号 (1952)17頁にみるに，

天然に後継稚樹が発生していたと云う。

恵下谷山国有林は佐伯郡水内村和田の東南方大田川の支流水内川

上部にゴヲヤマキが生育し，

[恵下谷山保護林]

に沿う東郷山 (977m)を中心として南北に面した急斜面の林地である。

スギ，

その第 12林班

よく白「は」小班 23.57haは本地方まれに見る優良天然林として学術参考保護林となり，

クリを混じ，ヒノキ，ヅガの巨木を主とし，モミ，然林の景観を保っている。林はスギ，

乙/デ類を混生している。基岩は花闘岩，深，カエデ類，ミズナラも生じ，上部にはブナ，

昭和30年3月第 7次編成の森林調査簿表によ適潤斜面は一般に急である。植壌土で軟，

る林況を示すと第 15表となる。

第15表 裏下谷山保護

l-i地況…摘要 I(鵠)i富市議l-!混交歩合|林齢

40-300 
中45 xv 
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ググ22 

作
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花尚岩，
E経埴壌，
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ギヨζスギ 1
(2) 

保護林23.57 ヂト

干ノヒ

アカマツ

弓壬

ろFグ18 ガ、y

ググ1 コウヤマキ

'/ グヤカ

ググ8 ク

ろ'グカエヂ類

グ1/ ホウノキ

1/ 
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11 

白
リ

凸
り

の
H
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n
A
u

m
~
 

机
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グ
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シヂ類

その他広
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でc出 f~m~Î 1糊|林相|摘 要|ぉfc誌|稜間 1--*~i-JJU;-fjtT勺
楳 1 5刷 12361901515

86 36 
天然

8~140 7~43 
て， これにモ

40 初 ，ツガをi.!
8~8O 7~30 ずる。上部は

25 1 80 10 10 

34 19 クリ，カェヂ

10~60 7~27 類，シヂ類な
235 10 ω 10 30 

50 22 どを交わえる

8~100 7~33 
2，7:お 116 80 15 5 

40 30 
8~8O 7~30 

2，240 95 75 15 10 

30 15 
10~50 5~25 

5 50 30 20 

26 13 
10~40 6~18 

45 2 20 I 印

34 16 
8~60 8~詔

9卯 42 65 20 15 

20 12 
6~32 6~17 

45 2 100 

20 13 
6~34 6~19 

25 1 10 90 

26 13 
6~44 6~19 

235 10 5 30 65 

28 13 
6~48 6~20 

10 10 35 55 

N 465 

L 65 

言十 I 12儲| 530 

帯獄匡の設定

恵下谷山国有林の保護林ではモミーツガ林に暖帯針葉林の一代表的な群落景観を求め

んとした。

[3. a]帯故直 (65x5)m2 号ミーツガ林

本帯吠区は恵、下谷山国有林の最高点，東郷山の北稜，山頂からそう速くない高距840

m附近を中心に，谷斜面に向い N40
0 E，傾斜角 35

0

のところに設定した。群落はモミー

ツガーνキミ基群叢となる。本帯吠区の林木配置図および樹冠投影図を示ぜば第9図，樹

高階別と胸高階別との本数を表示すれば第 16表，第 17表，また林床植物の一覧表を示せ

ば第 18表である。 すなわち，林床植物は vキミ，コシテリギを除く他， ミヤマ Vキミ
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がやや均斉に分布するだけで，他は被度，頻度共に低い。なお，帯状区附近にはユズリハ

の樹高 12m，胸高直径 20cmのものがあった。

T • 

第 9圃 [3. a]帯状区 モミーツガーシキミ基群叢

Fig. 9. [3. a] Belt-transect in Abie8 fiγma-T8ugα 

Sieboldii-Illicu問問ligio8umSoc. 
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第 16表 [3. a]帯状区樹高階別本数配分表

Table 16. Number of trees in each height grade in [3. a] belt-transect 

Height 樹高 (m)

Species 樹種
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第 17表 [3.a]帯状区胸高直径階別本数町分表

Table 17. Number of trees in each diameter in [3. a] belt-transe巴t

Height 胸高直径 (cm)

Species 樹種
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第 18表 [3. a]帯状区林床植物一覧表

Table 18. Cover degree and frequen巴yof the plants in [3. a] belt-transect 

Distance 距離 (m)

Species 植物名
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Species 植物名
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4. 中J甲山?ナヰ本 第10圃

舘 l協 操・辻井達一

オソラカシ

名勝三股峨の東部，聖山 (1113ml，砥石郷山 (1177m¥，恐羅漢山 (1346m)の連峯と

その東に述なる1l00m級の県境連山は中央に中ノ甲をふくんでいるn この地域は約 1000

ha，その大部分がブナ林で，一部は皆伐されているが，県境に近い部分は原生林である。

現在帝国製鉄の所有に属しているが，林野整備法による買上げの対象となっている。
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舘脇は中国山脈の一地点に，ブ

ナ林の原生林を求めたかった。とこ

ろがこの地点にー研究地を得たこと

は望外の幸でもあった。この旅行直

前，寸暇ながら近藤助氏と短かいな

がら談ずる時を得たが，その時，近

藤氏ここがは中国山脈におけるプナ

林の大なるものと太鼓判を押された。

柴木にジープを入れ，三股映の

滝ノ口まで行ってその下部を見，ま

た樽床から三ツ滝まで入ってその上

部を見た夜、は，三段蝦の素朴に感心

し，また山の深さ.岩の面白さ，水

の清さとともに心を打たれた。こん

なところはいつの世にもパス道路な

ど造らず，杖を引くところとしてお

く方がよい。中ノ甲には2泊して，

私達は大阪営林局計画課の後藤技官

第 10闘中ノ甲調査地

Fig. 10. Nakanokδ(1/50000) 

と帝国製鉄の中ノ甲事業所池田所長との案内でプナ林を探った。

帯棋匿の設定

ここでは中ノ甲本流の奥，県境に近いところで原生林と思われる林地に 2本の帯朕区

を設定した。ひとつはブナの純林，ひとつはミズナラの純度の高い林分で，林床はチュヲ

ゴクザサが独占していた。

[4. a]帯献匡 (40x5)m2 プナ林

中の甲本流水源地域，恐羅漢山北東尾根(県境)の鞍部に近く高距 1000m附近は傾斜

約100，良材に富むプナの純林であり，中に若干のミズナラを混じている。林床は1.5-

1.8mのチュクゴクザサに全く占居されていた。その中に [4.a]帯朕区を N350 E (傾斜の

方向)に設定した。本帯賊区の林木配置図および林冠投影図を示せば第 11図，樹高，直径

階別本数を表示すれば第 19表，第20表である。
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第 II画 [4. a]帯状区プナ林

Fig. 11. [4.a] Belt廿 ansectin forest of Fagu8 cre閥的

S日間的koke叫siBis exclusively dominant in the under-Iayer. 

第四表 [4. a]帯状区樹高階別本数限分表

Table 19. Number of trees in each height grade in [4. a] belt-transect 

Height 樹高 (m) 15 19 23 24 25 26 ~ Total 

Species 樹種 16 20 24 25 26 z7 28 
言十

Fag問。r仰 ata プナ 1 (1) 1十(1) 4 1 2 9十(2)

QuercU8 crispulα ミズナラ (Q) 1 1 2 

Total 言十 1 (1) 1十(1) 1 5 1 2 11十(2)



24 

第 20表 [4. a]帯状区胸高直径階別本数間分表

Table 20. Number of trees in each diameter grade in [4. a] belt-transe巴t

Breast-heig'胸ht高d耳iameter 22 28 42 48 50 52 56 72 
直径 (cm)

Species 樹種 24 30 44 50 52 54 58 74 

Fagu8 crenαtα プナ 1 (2) 1 8 1 1 

QuerCU8 cri8pulα ミズナラ 1 1 

Total 言十 1 (2) 1 1 3 1 1 1 

第四圃 [4. b]帯状区 ミズナラ林

Fig. 12. [4. b] Belt-transect in forest of Qt柑rcU8Cγ弱pulα

S問日向kok側 8I8is exclusively dominant in the under-layer. 

7，4 Total 
76 員十

2 9+(2) 

2 

2 11十(2)
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ミズナラ林[4. b]帯蹴巨 (50x5)m2 

、、、中ノ甲沢本流右岸に沿って 1.5kmの下方で，本帯朕区は [4.a]帯肢区の東南方，

N 55
0 

E (傾斜の方向)にと傾斜 50，ズナラが純林をなせる約 1haの地に設定したもので，

ここを中心としてこの附近林地はミズナラに富んでいる。本帯;伏区の林木配置図おった。

樹高階別とよび林冠投影図を示せば第 12図(ヤマモミジはミズナラと重なるので除外)，

胸高階別との本数を表示すれば第 21表，第 22表である。

第 21表 [4. b]帯状区樹高階別本数回E分表

Number of trees in each height grade in [4. b] belt-transect Table 21. 
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第 詔 表 μ. b]帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 22. Number of trees in each diameter grade in [4. b] belt-transect 

Breadt height diameter 10 14 22 38 48 60 68 72 78 82 94 
胸高直径 (cm) I 

12 16 24 40 50 62 70 74 80 84 96 

8 4 1 1 1 1 1 1 計Total 

Total 
計ー

凸

U
n
u
n
o

1 2 1 1 1 1 1 1 

樹種

Quercus cバspulα ミズナ 7

Acer・palmαtum ヤマモミジ
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第 23表 [4. b]帯状区林床植物一覧

Cover degree and Frequency of the plants in [4. bJ belt-transect 
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なお本帯i伏区の附近にはトチノキ(樹高 14m，胸高直径 45cm)， ベニイタヤ(樹高

15m，胸高直径 15cm)， ナッツパキ(樹高 12m，胸高直径 18cm)， コνアプラ(樹高 10

m，胸高直径 12口n)がある。なお，ややはなれてハi/パミ，ハクヲンボク，オオカメノ

キなどかあった。林床植物はほとんど稗高1.5"，1.8mのチュヲゴクザサに占められ，ブナ，

ミズナラ， ヲワミズザクラ， トチノキ，オオカメノキ，ツタヲノレ乙/を散生し，ハイイヌガ

ヤの分布がやや均斉でまbる。

5. 宮島モミーヴガ林 (第13聞舘脇操・奥富清・辻井達一

宮島(厳島}は古くから風景上

有名であるばかりではなく，植物

学的にも忘れることの出きない所

である。 昭和4年 12月島の最高

峯弥山 (530m)の北側一帯は本州

西南部を代表する原生林として天

然記念物の指定を受けている。本

島の植物学的調査に関しては1926

年早田博士の断片的紹介1) (汎太

洋会議の時)， 1930年天然記念物

に;対する乾環・本田正次両博士の

報告の， 1942年三好学博士の記念、

号として出版された生態学研究に

堀川博士の植生論文コ}があり，ま

た別に同年堀川博士の植物目録 3

がある。なお部分的にはツガ群叢

について佐藤和韓鶏博士の報告め

もある。

本島と本土との距離はわずか

に 3"，5km，島の長さは 10km，

第四面宮島調査地

Fig. 13. Miyajima (1/25000) 

1) HAYATA B.: The Botany of the Island of Miyajima， Guide-Book Exc. &--1 (Panpac. Sci. 
Congr. 1926). 

2) 乾環・本田正次:天然紀念物調査報告，植物の侃第 10料 (1930).
3) 期川芳雄: 生態学研究， 8， 101-120 (1942). 
4) 塀川芳雄: 広島県史蹟名勝天然組念物報告，第5輯 (1942).

5) 佐膝和韓至高: 金沢高師理科紀要， 1， 89~99 (1946). 
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幅は 4kmである。前記した最高峯弥山の西方には駒ケ林，岩船の主峯がならんで脊稜を

なしている。全島黒雲母花商岩から成り，土壌は黄色，黄褐色の牒質砂土で腐植の含有量

は一般に少ない。腐植土は 4--10cm，深さ 30cm以上に達することは稀である。堀川博士

の調査によると，厳島に自生する Vダ以上の高等植物は 136科， 377属， 619種である。

そのうち木本植物を見るに，針葉樹 10種，常緑広葉樹 69種，落葉広葉樹 135種である。

落葉広葉樹は全木本極数の約63%を占めているが， 個体数が少なく， 森林構成の主要な

要素とはなっていない。

帯披匿の設定

宮島の森林としてはアカマツ林が最も優勢であるが，その優良林分はすでにほとんど。

人工を加えられている。また常緑広葉樹林として堀川博士はクロパイーヲラジロガi/林と

ヲラジロガ乙/ーーアカガi/林をあげているが， これは巨木に之しい。そこで残るのがモミ林

とツガ林ということになる。この両者も近年巨木がかなり倒壊したので，代表的な巨木林

というものはかなり少なくなっており， ことに残念なのは林床の端麗なところが少ない。

私達は比較的巨木に富むところをえらんで帯賦区を設定した。すなわち次の 9つがそれ

である。

1.ツガ林

[5. a] ツガ巨木林分

[5. b] ツガーアセビ基群叢…………乾性型

[5. c]l 

[5. d]> 

[5. e]} 

[5. f] 

[5. g] 

2. モ、

[5. h] 

[5. i] 

ツガーイヌガ乙/基群叢…...・ H ・..適潤型

ツガーヒサカキ基群叢

ツガ林分

林

モミ-i/キミ基群叢

1) モミーνキミ基群叢

2) ツガーνキミ(アセビ)基群叢

1) ツガ 林

[2. a]帯獄直 (40x 7) m2 :e:木林分

弥山々頂の下， 街i山神社御札所の直前(高距約 460m)に設定したもので， 林床植物

は路辺とて全く群落的に無意味なのでこれを除外した。この巨木の林木配置図および樹冠
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投影図を示せば第 14図， 樹高階別と胸高直径階別との本数表を示すと第 24表， 第 25表

となる。

第 1壬圃 [5. a]帯状区ツガ林

Fig. 14. [5. a] Belt-transect in forest of Tsuga Sieboldii 

.24表 [5. a]帯状区樹高階別本数配分表

Table 24. Number of trees in each height grade in [5. a] belt-transe巴t

Height 樹高 (m)

Specie唱樹種

部

t
m

∞m
t却

Total 
計
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1 

TotaI 言ト 516  

TsugαSieboldii ツガ (T)。yptome巾 jαponica スギ (C)

P伽 U8de咋siflorα アカマツ (P)
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第 25表 [5. a]帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 25. N umber of trees in伺 chdiameter in [5. a] belt-transect 

Breast-heigh胸t diameter 52 60 78 84 110 112 Total 
高直径(巴m)

Species 樹種 54 62 80 86 112 114 言十

Tsuga Swbold~i ツカ' 1 1 1 8 

P伽伽 d側:8Ijlora アカマツ 1 1 

Crypto胸仰 jα:pon化α スギ 1 . 1 2 

Total 計 1 1 1 1 1 1 6 

[5. b]帯棋匿 (35x5)m2 ツガ林

本帯吠区は求問持堂上(高距約 500m)の岩地を含む乾性的ツガ林において斜面の方

向に設定した。頂上近くで A 般に仲ぴが悪く，典型的な岩石地林で，樹高は最高 18mで，

15m前後のものが多かった。斜面は S50E，傾斜は 0-15mが 30
0

，20-25 mが 40
0

，25 

第 15圃 [5. b]帯状区 ツガーアセビ基群叢

Fig. 15. Belt-transect in n側 gα Swboldii・Pwrゐ jα:ponicαSoc.
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-30mは25
0

で，12-15 m， 15-20 m:は大岩石面である。 特に 10-35m聞はツガーア

セビ基群叢と称すべき群落で，この区間ではアセビ，ソヨゴ，ヤプツパキ， ミヤマママゴ

ナ， アカマツ稚樹等の頻度が高い。 林木配置図および樹冠投影図を示せば第 15図，樹高

階別と胸高直径階別との本数表を示すと第 26表，第 27表，林床植物を表示すれば第 28

表となる。

なお 4m附近には樹高 4m，胸高直径 8cmのネズミモチがある。

第26表 [5. b]帯状区樹高階別本数配分表

Table 26. Number of trees in each height in [5.吋 belt-trnsect

Height 樹高 (m) 5 6 11 12 13 14 17 Total 

Species :W種 6 7 12 13 14 15 18 計

TsugαS'IRholdii ッ ヵ・ 1 1 1 1 1 2 T 

Pinus de旬biflorα アカマツ (P) 1 1 

Quercus saliciJ附 ウ ラ ジ ロ ガ シ (Q) 1 1 

Pi肘必sjapo略化α アセビ(巧7 1 1 

Total 計 1 1 1 1 1 8 2 10 

第 'J:l表 [5. b]帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 27. Number of trees in each diameter grade in [5. b] beltranse巴t

Breast-height diameter 10 12 36 44 54 印 64 Total 胸高直径 (cm)
計Species 樹権 12 14 38 46 56 62 66 

TsugαSieboldii ツ カA 1 1 4 1 7 

Pi悌叫sd側 sifloγα アカマツ 1 1 

Q制 γCU8Sαt似叩ウラジロカeシ 1 1 

Pieris }α:po飽icα アセビ 1 1 

Total 言十 1 1 1 4 1 1 1 10 

第28表 [5. b]帯状区林床植物一覧表

Table 28. Cover degree and frequency of the plants in [5. b] belt-transect 

Distance 距離 (m) 。5 10 却 25 30 
F. C.V. 

Speci偲植物名 5 10 15 25 30 35 

Neolitseaαciculata イヌガシ 2 2 2 ]l 875 

Ard胸 japo附 α ヤプコウジ 2 十 E 292 

Symplocos pru飽ifoliα クロパイ 十 + 1 ]l 84 

Cα押wlliajaponicα ヤプツパキ 十 十 十 + 十 V 

P伽 usde悦siJ司orα アカマツ + 十 十 + lV 



Distance 距離同)

Species 植物名

T側 gα 8ieboldii ツガ

RI弘U8trichocαγpa ヤ マ ウ ル シ

Quercus salicina ウラジロガシ

Rh包，ssylvestris ヤマハゼ

Crypto仰巾 j叩 0附 α スギ

Neolitseαseric唱α シロダモ

Ternstroem伽 gymnα，ntherα モッコク

Pieries japo旬icα アセピ

Ilex pedunculosα ソヨゴ

Illicium rel匂i08um シキミ

Li，炉ωtγumjlα，ponicum ネズミモチ

Eu叩 αjαponicα ヒサカキ

Ski刑制4αjαpponicα ミヤマシキミ

Photinia glabr，α カナメモチ

Cleyera j'αponica サカキ

Melm叫pyrumlαxum ミヤマママコナ

Pyrosia ling~ια ヒトツゲ

MitcheU，α包ndulαtα ツ ル ア リ ド オ シ

Dry叩teriserythrosω・α ペェシダ、

Lepisor包MO叩凶ヒメノキシ/プ 十

GoodyerαSchlechtendαr似nα ミヤマウズラ・

8muax Chinα ザルトリイハ‘ラ

Rhus amb也iguα ツタウルシ
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[5. c]帯蹴直 (30x5) m2 ツガ林

本帝賦区は求問持堂下(高距約 470m)のツガの巨樹に富むところに設定した。樹高

22-26m，胸高直径 64-97cmの巨樹に富むツガの林分としてここが弥山頂上附近の代

表的な地点であろう。 0-13mは平坦で， 13-30 mは300， 斜面および帯朕区の方向は

N24
0Wで，一つの小尾根から谷面に向つての林地である。 林床植物に関して 0-8mま

で道路に近く，ひどく乱れているのでこれを除外した。全体からみると，イヌガ乙/が多く

道路よりの陽光の入るところだけアセビが多かった。群落はツガーイヌガν基詳叢で，林

床にはアセビ，スギの幼樹，ヤプツパキ，ヤプニクケイなどが部分的に被度高く，頻度は

木本ではクロパイ，ヲラジロガi/，サノレトリイパラi/キミ，テイカカズラなどが高く，

草本ではキッコヲハグマなどが均斉な分布を示している。本帯朕区の林木配置図および樹
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冠投影図を示せば第 16・図， 樹高階別と胸高直径階別との本数表を示せば第 29表， 第 30

表，林床植物を表示すれば第 31表となる。

。

。

Sm 

第 16圃 [5. e]帯状区 ツガーイヌガシ基君事叢

Fig. 16. [5.巴]Belt-transeet in Tsuga Sieboldii・
NeolitseααciculatαSoc. 

第 29表 [5. e]帯状区樹高階別本数配分表

Table 29. Number of trees in eaeh height grade in [5. c] belt-transeet 

Height 樹高 (m) 4 6 14 21 22 23 2地 25 Total 

Speciω 樹被 5 7 15 22 23 24 25 26 計

TsugαSieboldii ツガ 1 1 1 1 1 s 1 9 

Ab伽 firma モ ミ (A) 1 

Total 計 1 1 1 1 1 1 3 1 10 
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第30表 [5. c]帯状区胸高直径階別本数配分表

TabIe 30. Number of tre凶 inea巴hdiameter grade in [5. c] blet-transect 

Breast-height diameter 8 
胸高直径(巴:m) l 
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第 31表 [5. c]帯状区林床植物一覧表

Table 31. Cover degree and frequency of the plants in [5. c] belt廿 ansect

Distance 距離 (m)

Species 植物名

Neolitseααciculαtα イヌガシ

Ch叩'ptomeri，αjaponicα スギ

CαmeUiαjα'ponicα ヤ プ ツ パ キ

Symplocos prunifoli，α クロパイ

Quercus sαlicinα ウラジロガシ

Ab必sfirmα モ

Neolitseαsericeα シログモ

Acer rufinerve ウリノ、ダカエヂ

llex pedunculosα ソヨゴ

Aγ'Oli，αelatα タラノキ

P伽 usdensifiora アカマツ

Rhus chine鈍:sI8 ヌノレヂ

T開 gα Sieboldii ツガ

Rhus trichocαrpα ヤマウルシ

Pier・isjapo犯icα アセビ S 

C伽鈍α情。叩u明 japo叫ic叫肌 ヤプユクケイ

lllic伽 m religiosum シキミ

Eurya jα:ponicα ヒサカキ + 
Zα飽thoxylumpiperitum iTン‘ショウ 十

Cleyera japonicα サカキ

CαUicar'j日α刑 ollis ヤプムラサキ

Ligustrum japo犯icum ネ ズ ミ モ チ

Ai叫sliaeαα:picul，αtα キ ツ コ ウ ハ グ マ 十

Sedu骨tMαkinoi"ノレノずマンネングサ 十

Oplismenus仰 dul，ωifol伽 8 ょ

var. japor抑制チヂミザザ T 

GoodyerαSchlecht側 dα，rianα ミヤマウズラ・

Asαrum hexαlobum サンヨウアオイ
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[5. d]帯蹴直 (35x5)m2 ツガ林

本帯;伏区は御山神社の下方(高距約必Om)に位置し， 比較的ツガの揃った， しかも

部分的 (0-20m)ではあるが，林床植物の比較的荒れていないところに設定した。斜面は

S60"W，斜角 200

で，谷沿いの山腹にとってみた。群落はツガーイヌガν基群叢である。

ここで興味深いのは，面積は小さいながら極盛相的な群落のあったことである。 樹高 20

-24m， 胸高直径約 60-80cmのツガの巨木の下に， 小喬木層にはイヌガ乙/の樹高 8m，

胸高直径 10cm前後のものが散生し， 下生植物をほとんど見ないところもあった。 著

者め一人奥富はさきに堀川博士と共にこの群落を極盛相とみる見解りを発表したが，舘|協

。

第 四 闘 [5. d]帯状区 ツガーイヌカeシ基群叢

Fig. 17. [5. d] Belt-transe巴tin TsugαSieboldii-N eolitseααciculαtαSoc. 

1) 嫡川芳雄・奥富治: 日本植物学会第 19回犬会講演 (1954，京都).
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もまたこれを極盛相とみたい。下生植物の被度はイヌガi/，ヤブツパキ，アセビ，クロパ

イ，アラカ ν，テイカカズラの順で，その他はいずれも低い。頻度は上記の各種が高い他

サカキ，ヒサカキi/キミ，ベニ乙1;ダおよびサノレトリイパラなどが均斉な分布を見せてい

る。帯朕区の林木配置図および樹冠投影図を示せば第 17図， 樹高階別と胸高直径階別と

の本数を示せば第 32表，第 33表，林床植物を表示すれば第 34表となる。

第32表 [5. e]帯状区樹高階別本数配分表

Table 32. Number of trees in each height grade in [5. d] belt-transect 

Height 樹高 (m) 6 7 17 20 23 24 25 26 27 Total 

Species 樹種 7 8 18 21 24 25 26 27 28 
計

TsugαSieboldii ツ ガ 1 8 2 1 2 1 1 1 12 

Nω>litseααc~culatα イヌガシ (N) 1 1 

Total 計 1 1 3 2 1 2 1 1 1 13 

第 33表 [5. d]帯状区胸高直径階別本数配分表

Table 33. Nuber of trees in each diameter grade in [5. d] belt-transect 

Breast-heigh胸t diameter 12 16 42 48 52 58 60 70 74 Total 
高直径 (cm)

言オ
Species 樹種 14 18 44 50 54 60 62 72 76 

TsugαSieboldii ツ カす 1 1 1 3 2 1 1 1 1 12 

N eolitsea aciculatα イヌガシ 1 1 

Total 言f 1 2 1 8 2 1 1 1 1 13 

第 34表 [5. d]帯状区林床植物一覧表

Table 34. Cover degree and frequency of the plant in [5. d] belt-transect 

Distance 距離 (m) 。 5 10 15 F. 

(設) C.V. 
Species 植物名 5 10 15 20 

Neolitseααcicul，αtα イヌガシ 3 8 1 3 lV 2938 

Cαmellωjapo犯icα ヤプツパキ 2 2 十 lli 875 

QueγCU8 glαucα アラカシ 2 十 十 E 438 

Symplocos pru叫fol似クロパイ 1 十 2 十 lV 563 

Jilra:r;inus Siebold伽況α コノマノト宇リコ 十 十 11 

TsugαSieboldii ツガ 十 十 E 

Quercus saliciηα ウラジロガシ 十 十 E 

Aceγruji冗eγve ウリハダカエダ + 工

Abies firmα モ 、、、 + I 

Pruns j'αm田 αkurα ヤマザクラ 十 I 

Symplocos lucid，α クロキ 十 I 
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Distance 距醗 (m) 。 5 10 15 F. 

(銀) C.V. 
Species 植物名 5 10 15 20 

P仰''I8japonicα アセビ 1 十 2 ート 百 5回

Cleyera japonicα サカキ 1 十 + 1II 125 

Euγ仰 jα:po鈍icα ヒサカキ 十 1 + 1II 126 

Illicium religio8um シキミ 十 十 十 十 IV 

Callicα，rpα叩 ollis ヤプムラサキ 十 十 E 

Zαnthoxylum piperitum サンショウ + I 

Hydra鈍geα8Cα況ゐm ガクウツギ 十 I 

L司gU8trumj<α:po冗icum ネズミモチ 十 工

Viburnu骨~ ero8um コパノガマズミ 十 I 

Rhodod側 d刊 nKαempfeii ヤマツツジ 十 I 

Dryopte1・iserythrosorα ペ ユ シ ダ 十 十 十 十 IV 

Lycopod伽 m 8eγγatum トウゲ、シパ 十 十 E 

Aiη8liαeααpiculαtα キツコウハグマ 十 十 E 

Trαchelospermumα8Iaticumテイカカズラ 1 1 十 十 IV 250 

Smilax Chinα サルトリイバラ 十 十 十 1II 

なお参考のため胸高直径 10cm 以下で樹高 5~lO m の樹種の分布を別記しておく。

Distance from starting point (m) 
位置

15~ 2O 25~30 

グ

グ

グ

(8.5cm : 8m) 

(9巴m:6m) 

(8cm : 8m) 

Cαmelliαjap側 icα ヤ プ ツ バ キ

Neolit田ααciculatα イヌガシ

Pieri8 japo仰 α アセビ

(7cm: 6m) 

(7cm : 6m) 

(6cm: 4m) 

[5. e]帯航直 (25x5)m2 ツガ林

[5. e]帯!伏区は低喬木および濯木層がよく均勢に発達せる谷筋に設定した。前記[5.d] 

帯状区の設定地に近く，更に下方に下った所で(高距約 450m)，方位 S50
0 W，傾斜 29

0

の斜面にそう。すなわち [5.d]帯朕区とほとんど平行しており，両者の距離は 50mを越

えない。ツガの大径木を散生し，草本層の植被はきわめて疎で，わずかに岩上にテイカカ

ズラがよく分布し，群落は明瞭なツガーイヌガ主/基群叢である。すなわち， 5m以上の低

木層はほとんどイヌガνに占められて， 5m以下の低木層ではヤプツパキが少しく目立つ

のみでる。 この帯肢区の林木配置および樹冠投影図は第 18図， 樹高階別および胸高直径

階別本数については第 35表，第 36表に，又林床植物については第 37表に示す。
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第 四 圃 [5. e]帯状区 ツ ガーイヌガシ基群叢

[5. e] Belt-transect in TsugαSieboldii-N eolitseααciculαtαSoc. Fig. 18. 

第 35表 [5. e]帯状区樹高階別本数配分表

Number of trees in each height grade in [5. e] belt-transect Table 35. 
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第 36表 [5. e]帯広区胸高直径階別本数問分表

Number of trees in each diameter grade in [5. e] belt司transect
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Spe巴ies

T8UgαSieboldii ツブf

C仇nα骨wmumC.品mphora

Nωlit8eα例化相latα イヌガシ

Symploco8 l叫cidα クロキ

Symploω8 pru況iJoliα

Illic伽m religio8um シキミ

Cα押telliαjα.ponicα ヤ プ ツ パ キ

Actmodaphne lancifoliα カゴノキ

αeyera j旬。犯icα サカキ

21 2 1 1 1 1 1 1 2 1 7 3 計Total 

第 37表 [5. e]宇野状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of the plants in [5. e] belt-transect Table 37. 

F. C.V. 
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Species 植物名 5 10 15 20 

C自 制elli，日 jα'po鈍化α ヤプツパキ ・ ・ 十 2

Neo協8eαac化ulatα イヌガシ 1 十 十 十

Symploco8 pru叫ifoliα クロパイ 十・十

QuercU8 gla叫cα アラカシ + 
Quercus sal師側ウラジロガシ

Torγeyα 叫ucifeγα カヤ
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αeyerαjα:ponicα サカキ 十

E世γyaj'αponicα ヒサカキ 1 
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Vib叫γnumdilαtαtU1叫 ガ マ ズ ミ

Rubiι8 pal勿wtus ナカザパイモミジイチゴ

Cin鈍αmo飢悌mjaponicum ヤプユクケイ 十

A8αT秘m hexαlobum -ltンヨウアオイ

Spicantopsis nippo叫icavar. 
japo旬伽シシガシラ

Viola violαc倒シハイスミレ

A~'畑lï.αeααpiculαtα キ ツ コ ウ ハ グ マ

ギョウジヤノミズ
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Distance 距離 (m) 。5 10 15 20 25 30 35 
F.、 C.V.

Sp田 ies 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Tr，αchelospermumαsiαticumテイカカズラ十 ート 十 十 十 十 十 十 V 

Smuαx Chinα ザノレトリイバラ 十 + E 

Sehizophrαg7'l協 hydrangeoidesイワガラミ 十 I 

F訟u8nippo旬icα イ 9ピカズラ 十 I 

[5. f]帯故直 (30x5) m2 ツガ林

本帯状区は大聖院登山道が，大元公園からの登山道と合する仁王門の近く，弥山頂上

から北々西 500mの所に設定した。高距約420m，斜面の傾斜は 270，方向は N40
0
W， 

低喬木層にはヒサカキが多く，草本層の植被は著しく疎である。すなわち群落はツガーヒ

サカキ基群叢となる。 林木についてその配置ならびに樹冠投影図を第四図， 直径階別本

第 19個 [5. f]帯状区 ツガーヒザカキ慕群叢

Fig. 19. [5. f] Belt-transect in Tsuga S劫 oldii-Euryαja仰仰αSoc.
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第38表 [5.f]帯状区樹高階別本数配分表

Number of trees in each height grade in [5. f] belt-transect 

8 13 18 

9 14 19 

林床植物は第 40表のとおりとな胸高直径階別本数表を第 39表に示す。数表を第 38表，

っている。
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TS1ιgα Sieboldii ツカ"(T) 

Cryptomeγ的 japonicα スギ (C)

E悦ryαjaponic渇 ヒサカキ (E)
{，"tnna骨w狩~u骨~ Jαpon1.Cα 

ヤプニクケイ (Gi)
Neuis倒 αciculata イヌガシ (N)-

αeyerαjαfJo略化α サカキ (Cl)

Quercus glαucα アラカシ (Q)
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1 

1 

25 

第39表 [5. f]胸高直径階別本数配分表

Numer of trees in diameter in [5. f] belt-trnsect 

1 1 1 1 1 2 1 1 2 5 9 計Total 
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Table 39. 

Breast-height diameter 
胸高直径 (cm)

Total 
言十
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αeyerαjαp側 icα サカキ

Quercus glauca アラカシ
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Table 40. 

Distance 

1 

第40表 [5.幻帯状区林床植物被度表

Cover degree and frequency of the plants in [5. f] belt-transect 

o 5 

5 10 

8 1 2 1 2 5 8 1 計

距厳 (m)
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1
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白
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町
唱
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1

2
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十

十

458 

292 

F. 

V

E

V

V

E

-

-

2 

十

十

十

十

十

十

十

+ 

十

十

十

十

十

十

1 

十

十

十

植物名

Neolitseαsericeα シロダモ

Cαmelliαjaponicα ヤプツバキ

Neolitseαασt仰 tαtα イヌガシ

Acer rufi問問6 ウリハダカエデ

Symplocos prunifolia クロノマイ

Torreyα悦uciferα カヤ

Quercus glαucα アラカシ

Species 
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Dictance 距離 (m) 。5 10 15 20 25 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Eurya japonicα ヒサカキ 2 2 2 8 2 V 1536 

Illic伽.mreligio8Um シキミ 1 十 十 十 1 V 167 

C伽附momumj<α:ponicum ヤプュクケイ 1 十 E 83 

Pieris jlα:po仰 α アセビ 1 十 十 E 71 

Hydγαngeα8C側 de附ガクウツギ 十 十 十 十 1V 

Li併8t何冊 jα.ponic~仰ネズミモチ + 十 十 十 百

Symploco8骨tyrtacea 、イノキ 十 十 十 1I[ 

αeyera jl叩側icα サカキ 十 十 E 

Lindera叫骨wellαtα クロモジ 十 I 

Skimmiαjaponicα ミヤマシキミ 十 I 

Cαllicαrpa moUis ヤプムラサキ + I 

Ilex pedu旬culosα ソヨゴ + I 

一一一一一一一一一一一一 一一一

Mitckellαund叫latα ツ ル ア リ ド オ シ 十 十 H 

Dryopteγisvαγ旬イタチシダ 十 十 11 

D. eγythro8oγα ペユシダ 十 I 

Ai:附加eααpiculatα キゥコウノ、グマ 十 I 

許制helo勾)/Jrmum佃旬ticum テイカカズラ十 十 十 十 十 V 

&hiiWphγα伊 叫αhydrα況geoides イワガラミ 十 十 十 1I[ 

Smuax Chi:犯α サノレトリイパ7 十 + E 

Vitis flex同 sα ギョウジャノミズ 十 I 

伊.g.1帯棋直 (25x5)m2 ツガ林

本帯賦区は弥山登山口から約 1.2km， 路辺に近く， 大聖院へ出る流れの沢頭近くに

設定した。斜面の方向 N40
0

Eに従がい，傾斜は 30
0

である。林床植被は少ない。表に見

るとおり，一般に基群叢を抽出し得ない。低喬木層I乙はヤブツパキ，ヒサカキ，イヌガ 1/

ガクヲツギ，アセビ等が若干あり，草本層ではテイカカズラの他，キツゴヲハグマ，サン

ヨヲアオイ等の頻度が高い。 林木配置と樹冠投影図を第 20図に，樹高階別ならびに胸高

直径本数配分を第 41表，第 42表に示す。林床植物は第 43表のとおりである。



位

第 20副 [5. g]帯状区 ツ ガ 林

Fig. 20. [5. g] Belt-transect in forest of T8UgαSieboldii 

第41表 [5.g]帯状区樹高階別本数配分表

Table 41. Number of trees in each height grade in [5 .g] belt-transect 

Height 樹高 (m) 5 8 10 17 18 19 20 2? Total 
2 計

Species 樹種 6 9 11 18 19 20 21 24 

T81ιga Siebold伝ツ カザ 1 2 1 1 1 6 

Quercu8 8al.化合za ウラジロガシ (Q) 1 1 

Ligu8trum japoπicumネズミモチ (L) ・ 1 1 

Cαmelliαjaponicα ヤプツバキ (c) 1 1 

Euryαjαp側 icα ヒサカキ (E) 1 

Total 言十 2 1 1 1 2 1 1 1 10 
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第 42表 [5. g]帯状区胸高直径階別本数配分表

Numb~r of trees in each diameter grade in [5. g]belt-tran閥抗Table 42. 
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Table 43. 

Distance 

1 

第 43表 [5.g]帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency ofせ1eplants in [5. g] belt-transect. 

距離~ 0 5 ro u ~ 
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Dωtanee 距離 (m) 。 5 10 15 20 
F. c.v. 

S伊 eies 植物名 5 10 15 20 25 

Violα世iol，αce明シノ、イスミレ 十 I 

Dry叩苦erisd倒 ipien8 ナチクジャク 十 I 

宜、・αchelo8per制 uma8Iαticumテイカカズラ十 1 1 1 1 V 400 

Smilax Ch伽α サノレト Pイパラ 十 + E 

2) 号 ‘‘-・・・ 林

宮島のモミ群落に関して堀川博士はモミーカヤ，およびモミーアセビ-i/キミ群叢を

あげている。モミーカヤ群落は面積が極めて小さしまた大元公園のモミーアセビーνキ

ミ群落は現在では老木を極めて疎に残した不揃いの林分であり，共に帯賦区を設定しなか

った。

[5.h]帯直蹴(部x5)m2 号ミ林

大聖院のすぐ上(高距約4Om)でとったもので，モミの巨木の多いところを選んだ。

モミの森林に関してはこの山に詳しい方々の意見を求めたのであるが，どうも思わしいも

のを得ず，林床植物も一部 (O~20 m)破壊されていたが，大木の入る例としてはここを

選ぶより他仕方がなかった。群落はモミ-i/キミ基群叢を考察する。帯朕区の方向は N

13
0 

E，斜角は 15
0

，斜面の方向はNEで，斜面を下方に向い斜に横切った形になっている。

本帯賦区の林木配置と樹冠投影を図示すれば第 21図， 樹高階別と胸高直径階別との本数

を表示すれば第 44表，第 45表，林床植物を表示すれば第 46表となる。 このように，こ

の帯賦区では，モミーνキミ基群叢の形をとっていて，イヌガνーアセビは均斉な分布を

しているが，量的にきわめて少ない。そのほか，被度は低いけれども頻度の高い種が多い

ことがやや特徴的である。



第21副 [5. h]帯状区 モミーシキミ基群叢

日g.21. [5. h] Belt-transect in Abies firma-Illicium rel幌08umSoc. 

第 45表 [5. h]帯状区樹高階別本数間分表

Table 44. Number 0f trees in eachheight grade in [5. h] belt-transect 

Height 樹高加 7 8 ro u ~ ~ ~ ~ 
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第 45表 [広叫帯状区胸高直径階別本数配分表

Number of tT四sin each diameter grade in [5. h] belt-transect 

Breast-height diameter 12 14 18 52 64 
胸高直径 (cm)

14 16 20 54 邸
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Table 45. 

Total 
計

5 

1 

2 

1 

1 1 9 

1 1 1 

持I種

Abies fiγn協モ

Chα宵wcypαrisobtusα ヒノキ

Sy廿~plocos gl，αucα ミミツノぐイ

QueγC叩sglα叫C品アラカシ

1 

1 1 

Species 

1 1 

1 

1 

第46表 [5.吋帯状区林床植物一覧表

Table 46. Cover degree and frequency of the plants in [5. h] belt-transect 

Distance 距離 (m) 20 25 30 F. 
出王見1

25 30 35 区数/

1 1 1 JII 500 

十十 1 JII 167 

十十卜 JII

十・十 H

1 1 

1 1 

I 

I 

1 1 1 TotaI 計 11 1 

Species 植物名

Neolitseαaciculαta イヌガシ

Abies firmα モミ

Querc叫sglαucα アラカシ

Symplocos pγunifolia クロパイ

Cαnwllia jα，ponic日ヤプツバキ

Aphα叫αntheαspera ムクノキ

Neolit即 日 seγic四シロダモ

Chα押Zαecypαγisobtusα ヒノキ

Illic似刑問ligiosu刑 シ キ ミ

Symplωos glauca ミミツバイ

Cleyera j'αpo叫ica サカキ

Eurya j'αpon化α ヒサカキ

Cin旬α，momumタ，ponicum ヤプユクケイ

Ilex ped世 間叫losa ソヨゴ

Pieris ja抑制ca アセビ

Fic叫:-8erecta イヌピワ

HydrangeαS叩 nd，針路 ガ ク ウ ツ ギ

Dαmnαcαnth叫S 伽 dic伽アリドオシ

Rhododendron K，αempferi ヤマツツジ

Ligustrum j'叩 onic時間 ネズミ毛チ

pヤ四n冗αjαponicα ノ、マクサギ

C日llicaγ'pamollis ヤプムラサキ

Hynw悦ophylltιmbαrbαtum
コウヤノコケシノプ

Dryゆ'pter・isdecipiens ナチクジャク

Violαviolαceα シハイスミレ 十

Ai犯sliαeαα，pic叫lαtα ヤツコウハグマ 十

Spica叫top8Isniponic叫 var.japonicaシシガシ 7 ・

Dγyopteris eryshr080rα ペ 二 シ ダ

c.v. 
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Distance 距離 (m) 20 25 30 F. 

Species 植物名 25 30 35 (設)
V伐:isflexuo8α ギョウジ、ヤノミズ 十 I 

Muchell<αundul，αtα ツルアヲl-'"オシ 十 I 

Stenoloηω ChU8αnum ホラシノプ 十 I 

Trachelo8permumαs仰ticum テイカカズズラ十 十 2 JU 

Smuax Chinα サノL トリイハ、ラ

Pαederia 8Cα，ndeηs ヘクソカズ7

A叫ode叫 ron，affine サカキカズラ

[5. i]帯故直 (35x5)m2 

号ミ 林

本帯朕区は大聖院上の水

源地北仮IJ，高距約50m，斜

面の方向N200Wに，斜角 300

に設定した。モミは胸高直径

44~55cm で，余り大きくは

ない。群落はモミ -vキミ基

群叢で，部分的にアセビの多

いところがある。下生植物の

被度および頻度口前記 [5.h] 

帯;伏区に比べて更に低く，き

わめて少なくなっていて，モ

ミの稚樹がやや目立つだけで

ある。本帯賦区の林木配置と

樹冠投影図を図示すれば第

22図，樹高階別と胸高直径階

別との本数配分表を示せば，

第 47表，第 48表，林床植物

を表示すれば第 51表となる。

+ + E 

+ 十 H 

十 十 E 

第盟圃 [5. i]帯状区 モミーシキミ碁群叢

Fig. 22. [5. i] Belt-transect in Abies fiγmα・

lllic似 m religio8um Soc. 

47 

c.v. 

583 
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第 47表 [5. i]帯状区樹高階別本数配分表

Table 47. Number of trees in each height grade in [5. i] belt-transect 

Height 樹高凶~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ T~~ 
品

Species 樹穣 8 13 15 22 25 27 28 副

Abie8 filmα モ 1 1 1 1 2 4 

t")ymplocω glαMα ミミツパイ同 2 

Total 計 2 1 1 1 1 2 4  

第 48表 [5. i]帯状区胸高直径階)}IJ本数配分表

Table 48. Number of trees in each diameter grade in [5. i] belt-trans田 t

10 

2 

12 

Breast-height diameter 9 16 22 42 44 52 54 官。tal
胸高直径 (cm) l' 卦

Species 樹種 10 18 24 44 46 54 56 則

Abie8filmα モミ 1 1 3 2 1 2 

Symploco8 glα1.tca ミミツノ〈イ

Total 計

2 

2113212  

10 

2 

12 

[5. i']帯棋匡 (25x5)m2 

[5. i]帯朕区を更にのぼって行くと中

径木の多いツガの林分に入る。このツガ林

において [5.i]帯j伏区上端のモミを基点、と

し， [5. i]帯!伏区を更に上方に向い 25m延

長し， [5. i']帯朕区とした。 表に見るとお

り低喬木層ではνキミに次いでアセビが多

い。平本層を見るにイヌガ i/， ヒサカキの

幼木が散生する他，植被は少ないが，テイ

カカズラはここでも岩上などに均斉に分布

していた。本帯吠区の林木配置と樹冠投影

を示せば第 23図， 樹高階別， 胸高直径階

別本数表を表示すれば第 49表，第 50表，

林床植物を表示すれば第 51表となる。

第 23嗣 [5. i']帯状区 ツカーシ干ミ碁群叢

Fig. 23. [5. i'] Belt-transe巴tin 11叩 gα

Sieboldii-Illici官刑問ligo81.tm Soc. 



第 49表 [5. i']帯状区樹高階別本数配分表

Table 49. Number of trees in each height grade in [5.i'] belt司transect

Height 樹高 (m) 7 8 9 10 11 12 14 17 18 22 Total 

Species 樹積 8 9 10 11 12 13 15 18 19 23 計

TsugαTieboldii ツカ' 2 2 1 1 1 2 1 10 

Symplocos gl，αucα ミミツノ、どイ 1 1 

Q制eγcusglαuca アラカシ 1 1 

Cleyeγα japonicα サカキ 1 1 

Total 言十 1 1 1 2 2 1 1 1 2 1 13 

第 50表 [5. i']帯状区胸高直径階別本数間分表

Table 50. Number of trees in each diameter grade in [5. i'] belt-transect 

Breast-heighHt 街diameter 8 10 12 14 18 30 32 42 84 TotaI 
高直径 (cm) t 

言十Species樹種 10 12 14 16 m 32 34 44 86 
一 一 一 一 一一一一一一一

Ts叫gα Sieboldii ツカ。 1 1 2 1 2 2 1 10 

Symplocos glaucα ミツパ‘イ 1 1 

αeyera japonica アラカシ 1 1 

QueγC叫sglα叫ca -JI-カキ 1 1 

TotaI 言十 1 1 1 2 2 1 2 2 1 13 
一 一 一一一一一一一

第51表 [5. i] [5. i']帯状区林床植物一覧表

Table 51. Cover degree and frequency of the 
plants in [5. i] [5. i'] belt-transect 

Distance 距離 (m)

Species 植物名 v
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Neolitseαsericeα シログモ

Rh叫ssylvestγis ヤマハゼ
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Ts叫gaSieboldii ツガ

日制sdensiflora アカマツ

Symplocos pr叫弛ifol句 クロパイ

Acer rufinerve ウリハダカエヂ

Cαmelliα.iapo叫icα ヤ プ ツ バ キ

Tor問 Mα 犯叫cifera カ ヤ

Ace1・palmat世 m イロノ、モミジ
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Distance 距際 (m)

Species 植物名

IUicium religio側悦シキミ

Pieris j'α.ponicα アセビ

Symplocos glαMα ミミツパイ

Hydγα悦geascαnde畑ガクウツギ

Cle百erajaponicα サカキ

CαUicarpαmollis ヤプムラサキ
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Summary 

Hiroshima， famous following the first dropping of the atomic bomb， was the 

center of the present research. It is facing the Inland Sea (Setonaikai) and situated 

340024' N.， 132027' E. We studied a belt which extended from the seaside at Hiro-

shima to the inland mountains that form the backbone of the Chugoku Region. The 

distance is about 42 km， and the rise in vertical elevation from sea level to the 

mountains is 1346 m. Along the transects under consideration， five experimental 

localities were stu<iied as follows (Fig. 1). 

Number of Name of 
locality locality 

1. Ujina 

2. Iwakuni 

3. Minochi 

4. Nakanokδ 

5. Miyajima 
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Name of forest 

Castanopsis cuspidafa-forest 

Cinamomum Camρhora-forest 

Castanopsis cu<;pidata-forest 

Abies firma-Tsuga Sieboldii-forest 

Fagus crenata-forest 
Cryρtomeria-Tsuga-Pinus-forest 

TsugαSieboldii-forest 

Abies firma司forest

Abies firma-forest 

1. Ujina (Ujinayarna National Forest) (Fig. 2) 

Ujina once consisted of a small islet， but now it forms now a point of land 

connected to Hiroshima at the tip by an isthmus. Formerly it was covered by a 

fine stand of evergreen broad-leaved forest. From a distance even at present it 

looks as though it were covered by a splendid forest， but unfortunately this is not 

true and the natural conditions have not persisted. Two plots were selected for the 

analysis of the vegetation. One of them is dominated by Castanopsis cusPidata 

[1. a] (Fig. 3; Photo. 1; Tab. 2-4) and the other partly by Cinnmomum CamPhora 

[1. bJ (Fig. 4; Photo. 2; Tab. 5-7). The undergrowth of the former is dominated by 

Sasa jaρonica， owing to selectIve logging in the area. That of the latter is domi-

nated by Dryoρferis erythrosora， but not as extensively as in the primaeval forest. 
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2. Iwakuni (Shiroyama National Forest) (Fig. 5) 

The Kintai Bridge is a well known senic spot in ]apan， behind which there 
are forested hills， the National Forest Shiroyama. At first sight， the forest seems 

to be a splendid one of evergreen broad leaved trees， lmt actually it is only a semi-

natural forest influenced by selective logging. The big trees have been preserved 

in only part of it. Two transects were selected. One of them is represented by 

the Castanoρ'sis cusρidata-(Castanopsis cuspidata)ーDryoρieriserythrosorasociation 

[2. a] (Fig. 6; Photo. 3-4， 6; Tab. 9-11) and the other by the Castanoρ'sis cusPidata 

(medium size)-Dicrano.ρteris glaucasociation， [2. bJ (Fig. 7; Photo. 5; Tab. 12-14). 

The undergrowth of Dicranoρteris shows secondary succession. 

3. Minochi (Egedaniyama National Forest) (Fig. 8) 

The Egedaniyama National Forest represents the natural forest condition in the 

Sanyo District， especially on an area of 23.57 ha， which has been protected for 

scientific research. In this area， Cr~ρtomeria ja.ρonica， Abies firma and Tsuga 

Sieboldii are often found， and for our transect we selected an Abies firma-Tsuga 

Sieboldii-lllicium religiosumsociation. [3. a] (Fig. 9; Photo. 7-8; Tab. 16-18)・

4. Nakanok，ゐ (Fig.10) 

Nakanoko is located near the boundary between Pref. Hiroshima and Pref. 

、 Shimaneand is surrounded by mountains attaining 10ω~ 1350 m in height. Here， 

the beech forest is well developed， and the oak forest is often found along the 

valleys. Two transects were selected， one in the Fagus crenataforest and the 

other in the Quercus crisρula・forest. The former is representative of the Chugoku 

Range， with an excellent physiognomy. The Fagus crenata-Sasa tukokensissociation 

shows the climax stage. [4.a] (Fig. 11; Photo. 9-10. Tab. 19-20). The latter also 

has a fine physiognomy and is developed on flat places in the valleys. It is rep-

町田ntedby the Quercus crispula-Sasa tukokensissociation. Both the former and 

the latter sociations have very monotonous undergrowth. [4. bJ (Fig. 12; Photo. 11; 

Tab. 21-23). 

5. Miyajima (Miyajima Town Forest) (Fig. 13) 

Miyajima is a representative of one of the most scenic places in ]apan. Prof. 

A. ENGLER visited here and was enthralled by the primaeval forest of this Insland， 

which has been protected under the laws of national monuments. Miyajima is 

quadrangular in outline， 10 km in length and 4 km in width. The topography is 

generally hilly and rocky. Mt. Misen， the highest peak， attains a height of 530 m. 

The needle-leaved forests are well developed and the fir forest is found even in the 

low land. The following transects were selected. 



部

Number of 

Locality Community Elevation Photo Fig. Tab. 

[a] Mt. Misen Tsuga Sieboldii 460m 13 14 24-25 

[b] " 
Tsuga Sieboldii四Pieris 500m 15， 16 15 26-28 jajうonicaSoc. 

[c] " 470m 14 16 29-31 

[d] aTc5i1c4gulaa siebodit-lVeoutsea 
ta Soc. 

460m 17 17 32-34 

[e] 450m 18 18 35-37 

[f] " 
Tsuga Sieboldii-Eurya 

420m 19 38-40 japonica Soc. 
[g] Tsuga Sieboldii 200m 19 20 41-43 

[h] Near'l~!:..ajima ~~':; !.!.~'!:.at!~icium 
Town reli giosum Soc. 40m 21 21 44-46 

[ i ] Abies firma-Illicium 
50m 22 22 47.-48，51 religiosum Soc. 

[i' ] rTesluiggi a sieboldii-Iflicizun 
giosum Soc. 50m 22 23 49-51 

Miyajima is considered as the excellent place in ]apan for the ecological survery 

of the warm temperate natural forest of the needle leaves trees. 
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Notes on climate 

Height Annual Annual Frωt Snow 
Localities 

pretrontm出 ure…y凶 tday First day Last day (m) 

Hiroshima 29 1524.6 14.7 XI.22 VI. 1 却 .11 J1I.16 

Yawata 745 2426.3 10.1 X.5 V. 5 XI.18 IV. 4 

Kakei 167 1645.8 14.0 XI. 3 百 .26 XII. 1 J1I.21 

Kabe 30 1478.3 14.9 XI. 7 IV.15 却. 6 J1I.15 

Itsukushima 5 1474.8 15.1 XI. 25 J1I.16 XII. 13 J1I. 1 

Temperature (month) 

I E JII IV V VI vn 理 IX X E XII Annual 
mean 

Hiroshima 3.8 4.2 7.4 12.7 17.2 21.4 25.6 26.8 22.9 16.7 11.1 6.2 14.7 

Yawata 一1.4 -1.2 2.7 8.7 13.4 17.5 22.0 22.1 17.3 11.3 6.9 1.5 10.1 

Maximum temperature (monthl 

I E DI lV V VI W 四 IX X XI XII Annual 
mean 

Hiroshima 8.8 9.3 12.6 18:0 22.3 25.8 29.7 31.5 27.7 22.5 16.9 11.4 19.7 

Yawata 2.0 2.9 7.1 14.1 18.8 22.0 25.9 26.4 21.6 17.4 12.0 5.7 14.7 

Minimum temperature (month) 

I E III 百 V VI 羽 珊 区 X E XII Annual 
mean 

Hiroshima -0.3 -0.1 2.4 7.4 12.1 17.4 22.0 22.8 18.8 11.8 6.1 1.8 10.2 

Yawata -5.2 -5.4 -2.0 3.1 7.7 . 12.8 17.6 17.9 13.2 6.4 2.6 -2.1 5.5 

Pre巴ipitation(month) 

I E ll[ JV V VI vn 珊 IX X XI XII Annual 
total 

Hiroshima 46.5 64.2 106.5 159.3 146.5 245.8 222.3 110.7 193.9 112.5 63.5 53.2 1524.6 

Yawata 206.4 165.0 184.0 163.9 126.7 256.1 247.7 217.5 328.4 168.1 160.0 201.9 2426.3 



Plate 1. 

£ 

シ イ ノ キ 林 の ldi冠 (字品)

Photo 1. Crown of the C.田 tαnopsiscitspidatα[l.bl Oct. 16. 1955 

ベニシグ クスノキ林の林床 (字削

Photo 2. Dryopteγis el'ythroso1'α. undergrowth of 0伽 ? 叫 叫omum
Cαmphoγα forest. [1. bl Oct. 16. 1955 



Plate 2. 

r 

シ イ ノキ 林 (岩国城，IJ)

Photo 3. Forest of Castαnopsis cuspidαtα [2. aJ Oct. 21， 1955 

クス ノスキの残存巨木 (岩国減山)

Photo 4. C川冗αm，Qm1l.，m Gαmph01・αinthe C.α8tαnovsis 
cllspidαtαforest. [2. aJ Oct. 21， 1955 



Plate 3. 

シイノ キ (中径木)林 (岩国城山)

Photo 5. Forest of C.α8tαnop8i8 cuspidαtα (Medium) [2.b) Oct. 21， 1955 

ク リ ノ、ラ ン

Photo 6. Micro8oγium ensαtum H. ITO Shiroyama， Iwakuni. Oct. 21， 1956 



Plate 4. 

モミーヅカ'林 (水内)

Photo 7. Abies fiγ勿凶ーTsugαSieboldiiforest. [3. bl Oct. 17， 1955 

モミ ー ツノf 林 (水内)

Photo 8. Ab間 firmα引 ugαS咽 bold“forest.[3. bl Oct. 17， 1955 



Plate 5. 

プナ 林泣望

Photo 9. General view of Fiαgus crenata forest. Oct. 19， 1955 

プナ林 の 紙盛柑

Photo 10. Climax forest of Flαgus cγ四 αtα[4.a] Oct. 19， 1955 



Plate 6. 

グナラ林

Photo 11. Edaphic c¥imax forest of Queγcus cr1，spurαr 4. b 1 Oct. 19， 1955 

ヤシャピシ十ク

Photo 12. Rτbesαmbig1ιum MAXIM. Nakanoko. Oct. 19， 1955. 



Plate 7. 

ツガの巨木林分 (官島矧山)

Photo 13. The huge 1's"gαSieboldii. [5. a] Oct. 22， 1955 

Yガーイ ヌガン基群滋 (官島欄111)

Photo 14. TsugαSieboldii-NeolitseααciculαtαSociation. [5. c] Oct. 22， 1955 



Plate 8 • 

. 

ツガ アセビJム群滋 iv:f烏掬山)

Photo 15. 7'81<9α Siebold抗ーP柑 ?・i8jα.ponicαSociation. [5.bl Oct. 22， 1955 

ツガーアセビ~，!;r.r古里 ( '，，~i: 鳥掬i.l 1 )

Photo 16. 1'81<gαSieboldii-Pie門 S}Iαpon'tCαSociation. [5. bl Oct. 22. 1955 



Plate 9. 
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ツガーイ ヌ :Ji シ ~;~ll平路 (古島禰山)

Photo 17. Ts!tgαS也boldii.NeυlitseααciculαtαSociation. [5. dl Oct. 22， 1955 
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Y ガイ ヌ ガ シ~n洋議 (官島矧111)

Photo 18. T叩gα Siebod白I.Neal伽 eααciculαtαSociation.[5. el Oct. 22， 1955 



Plate 10. 

< 

ツ カ' 林

Photo 19. Forest of Tsugα S白boldii.[5. g] Oct. 22， 1955 

ツカ'林下のナテクジ 1 ク (宮島大聖院路)

Photo 20. Drllopte>・isdωip白ns.[5. g] Oct. 22， 1955 



Plate 11. 

モ ミーシ キ ミ主主群叢 (宮島大事院 i)

Photo 21. Abies jiγmαーIllic叩刑問liqi何 umSociation. [5. h] Oct. 23， 1955 

モミーシ キ ミ主主群議 ("とf烏大君主院 i)

Photo. 22 Abies jirmω-Illic山間 γめ・'gios"rnSociation. [5. i] Oct. 23， 1955 



Plate 12. 

モ ミ 林 (大元公i五IJ

Photo 23. Abies j".，，，，αforest， Omoto park. Miyajima. Oct. 23， 1955 

、生

モ ミノ税引 (大元公胎ilJ

Photo 24. Seedlings of Abies ji1'mα， Omoto park， Miyajima. Oct. 23， 1955 


